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By 覗SiⅡgΞleCιM塑bBeow'U/fcD8, we can sQe a11the 血且nU8Ctiptsin cott0ⅡVite1ⅡUSA. xvon ouT
Own c0血Puter diきPlay, which W辺宮ive U3 a 宮te舗 advanta牙e in studyin宮 old En客lish and oE
Hterature.1n t、e cD8・are a180 iDcluded a traDscript ofBeowuHMs and an ediuon ofBeowuHtext
C0皿Piled by K巳νi丑整etn丑n. And tbe odi伍on cootahls a c0皿Prehensive 目10SS且工y、 But throU宮、 a
d05e 8Crutiny,it would be obvi0ⅡS that the 区10ssary has s0血e de丘Ciendes and errors.1Ⅱ tbi9 Paper
thoso de丘Cieocies and errorS 且re poi五ted 011t and cottected.
1.はじめに
ιノeCなon血召eowulfには、日本中世英語英文学会誌 NO.16,2001 の J, scahiⅡによる
Version l.0の書評にも詳述されているようにω、 cotton V託e11iU8A.>【Vにある全写本の
カラーファクシミリが収録されており、 DisC1には全写本のカラーファクシミリが、 Disc
2 では、写本原形の見開きぺージの形と各ページがどのように綴られているかが示されて
いるO Beowun'にっいては、現存する写本と Thorkelin A, B及びConybeare と Madden
の編集した edition、更に 1鼓ernan による写本の tr丑nscript と edition及びglossary が用
意されている。
CD 版の利点の1つに画面分割が可能なことが挙げられよう。画面を分割して MS と
Kiemanの text を並ベたり、 BeowuHとTborkeⅡn A, B等の写本を並ベて同時に比較す
ることができ、それぞれ必要なぺージにジャンプすることも可能であるし、 MS が不鮮明
な箇所は拡大して見ることもできるようになっている。更に部OssaWの画面が独立してい
て、必要ならぱ画面を3分割して並ベることもできるようになっている。 Glossalyは画面
右に並んだアルファベットをクリックするとその文字で始まる単語が表示され、該当の単
語にポイントを当ててもう1度クリックすると、その語の語形ごとの出現箇所が表示され
るようになっている。 versionl.0 では今10ssary用の画面の大きさが変えられたが、 2.0で
は大きさが固定され、しかもかなり狭くなったため、かえって号10S8aTyが見づらくなって
しまったが、その代わり 1.0にはなかった単語検索用のWindoWが追加されて、出現した
変化形をそのWindoWに入力すれば、該当の単語に飛んでくれるので、原形が分からなく
ても検索が容易になったという利点が加わった。
このCDによって鮮明なMSが個々のパソコン画面で読めるようになったことと、画面
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分割によって他の ed北ion との相互参照が容易になったことは、古英語研究に大いに役立
つものと思われる。
しかし、 diplomaticedition ではないものの、非常に ConseNative な Kiern閲の edition
にはMSを尊重するあまり、問題もあり、com血entaryや現代語訳等がないため、解釈の
手がかりはPunctuation と gl0郡aryのみであるが、宮10ssary にも説明や訳語の不足と誤り
が、've玲ion2で訂正されたとはいえ、まだかなり見受けられる。本稿ではこの牙10ssaw
の不足と誤りを指摘し、今後の研究の一助としたい。なお、本稿は、平成18年12月の
日本中世英語英文学会、第22回研究発表会での研究発表「ElectronicBeowulfのte瓢と
宮10ssaTy について』の宮10鵠ary に関する部分を増補したものである。
なお例文の行数字は、例の始まる行ではなく該当の語句のある行を示し、 OE 表記とと
もに Klaeber(195の②のものであり、括弧内の行数字は1墾ern日nのeditionの行数字であ
る(3)。日本語訳はK且ribe・Koyama(2007)④のものを手1」用した。
2. G1帖Sary に不足している点
召ledr0五k召eowUがの宮10ssaWには単語の全語形と出現箇所が網羅されているという大
きな利点があるが、見劣りする点が2点ある。それは、用法の説明と、語義分類の不足で
ある。
2- 1.説明の不足
2 - 1 - 1.宮脚ltan とともに使われている dat.の代名詞
26日. Him δ且 Scyld geW乱「さてシルドは出発した」のように移動を意味する動詞
宮ewltan とともに使われている d丑t.の代名詞が Naexive ではなく、普通の dat.と一緒に
されている。これは全部で8例あるが、 K1日eber (195ωの獣Ossary では Naexive に分類
されている。
その他の例は 234a. GeW乱 hi血 b吾 t6 War0δe 「それから彼は岸辺に行った」、 30la.
Gewiton 亙m卜且侮ran.「それから彼らは出発した」、 662a.(661日.) D巨himHr6b容亘r琴eW互t
「それからフロースガールは退出した」、 1125a.(1124a.) Gewiton him δ五 Wlgend 「やが
て武士たちは出発した」、 1236且.(1238a.)ondhimH血D目巨"晉eW亘t「やがてフロースガール
は赴かれた」、160lb.(16船b.)GeW五thimh且mhanon「そこから帰還した」、1903b.a906b.)
GeW且thimonnaca 「船は出発した」、 1963a.(1966a.) GeW五thimb互 Sebe且rda 「いよい
よ、かの勇士(B)は出発した」、 2387a.(2388a.)ond him e丑宮eW計「それで帰って行っ
た」、 2949日.(2950a.) GeW五t him6五Se 宮6da 「すると勇敢な王は出発した」である。
なお、 1903b.(1906b.) GeW豆thimonn且Ca 「船は出発した」の筒所はMS ではnacan と
なっており、猫ernanはMS通りに読んで主語に「BeowuH一行」を補って解釈している
が、いずれの場合でもhim はre丑exiveである。
また、 Naeber は 2819b.(2820b.) Mm ofh卿δre 冒eW計の、im も同じ re丑exive に採っ
ているが、ここは「彼の胸から旅立った」の意味で re丑exive ではなく、 possessive dat.
であろう。
1ζiernan の套10ssa1丁'に1ネ、 671a.(670a.) D五 b亘 him of dyde の bim のように、 used
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re且exively とされている him も他にあるので、この曾ewitan とともに使われる用法も
re丑exive とすべきである。
2 - 1 - 2. dat.やE即.を目的語にする動詞・形容詞
106.sibδan him sC沖Pend 鳥畑Cr廿en h舵侃e 「彼を創造主が追放して以来」の
血rschfan はdat.を目的語にする動詞で、 Klaeberの gl0艶aWではW.d且t,と記載されてい
るが、 1藍eTnanの宮10部丑埒にはtodo0皿 C0刀de血n と語義があるだけである。この類の動
,詞はon価n, wealdan,braC日n等多数あるが、全て用法の説明は省略されている。
2-1-3.非人称構文をとる動詞
67b. Hi皿 on m6dbearn の beirnan 't0 王'un; ofthought:tooccurto'のよう 1こ1主人称^文
をとる動詞にっいても、語義から推測されるものの、imperson虹という説明はない。
同様に 1598b.(160ob.)ヤ五δ記S 皿oni宮e 牙ewearδ「その時は多くの者に思えたのだ」の
曾ewe壮δも imper$onaluse であり、 Klaebeτの宮10ssary にはt08Uit,8ee皿冒ood;impers.,
W.且CC'ofpers0五&gen.ofthm宴.という説明があるが、殴ernan にはその旨の記述はない。
2854b.(2855b、) him wiht nesPる0",「(wilafは傷っいた BeowuHを水で蘇生させようと
したが)成功しなかった」の SpeoW も Wiht を主語に採ればPersonal use であるが、 acc.
とされているのでimpersonaluse と解釈されるが、明記されていない。
byncan については、 687、.(686、.),1341a.(1343a.),1748a.(1751a.),2653a.(2654a.),
3057b.(3059b.)がimpersonal、 368a.,842a.(841a.)がPersonaluse であるが、改訂版(2.0)
で in impersonalconstNctions,'itseemsto one'という説明力ゞ追力Ⅱされた。
'
またWyToeや宮emyndi宮のような形容詞についてもW辻五宮en.といった説明が欠如してい
る。
2 - 1 - 4. possesslve d且tive
2714a.(2715a.)ト記thim onbrるOstum bealoniδ(e) WE0Ⅱ,「(彼には分かった毒カリ
彼の胸の中で激しく沸き立つのが」の例に見られるように、 OE でしばしば現れる
Possessive dative についても指摘されていない。他に Possessive dat.は 47a.,49b.,67b.,
1547b.(1549b.), 1566a.(1568日.), 1774a.(17フ7a.),玲78a.(1881a.),2043b.(2046b.),
2180b.(2183b.),2295a.(2296a.),2307a.(2308a.),2361a.(2362a.),2404b.(2405b.),
2419b.(2420b.),2448a.(2449且.),2507a.(2508a,),2628a.(2629a.),2632h.(2633b.),
2775且.(2776a.),2809a.(2810且.)にあるが、'全て指摘はない。
2- 1 -5.その他
名詞の副詞用法等も言及がない。
2137且.(2140a.)P.runchW11eW記S hand琶e血血e;「そこではしばらく我ら二人は手合
わせをしました」の hwile はadverbia1であるが、Kie即aⅡの目10ssary には、hwile はacc.S牙.
Ofhwil,鳥m., wh立e,叩aceof訂血e.とだけあってadverbi址という説明はなく、 adverbial
は、wilum 'someumes,且ttimes, now aねd a牙ain,formerly'のみ力ξ挙ひナられている。なお
Naeberでも dat.PI.以外の形でadverbi址の表示がないが、ここはadverbi日1である。
連語・句の扱いについても、phraseで表示した方がわかりやすい場合でも、ほとんど個
別の単語に分けて意味をつけている。
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76b、 Hi血on丘rste 目elomp,「人々にや力ゞて起こった」の on 61,rste {ネ、壬【iernan では 2
語に分けて、 on: prep.,'on, in, at, a血on宮',6rst: m.,'SP日Ce of time,日110比ed time'と
宮10鵠aW に記載されていて、どちらにも特に説明がないが、 Kla此erはn0加(P.129)で'in
dueti血e'と説明している。
また426b.(425b.)1Cbるn五δ五,/_. bidd丑nW丑le,「そこで今私は殿に/._(お願い
を)いたしたいのです」の na δ豆も na:adv.,'now'とδ且:adv.,'theがに分けられているが、
OEDnowtheの項にあるように2語でnoW の意味である。
1555b.(1557b.) on w、エ(需 H客htb),1616b.(1618b.)t6 卜印S (= to thatde寧ee, SO),(als0 血
714b.(713b),1366b.(1368b.),1509b.(1511b.)),1918b.(1921b.) y bs (= 1est)等も別々に
扱っている。なお bΞ g牝,レ五倉lt (= 8t辺, now, yetX 47日.,536b.(535b.),U64b.,
1256b.(1258b.),1276b.(1278b.),2141b.偶144b.),2975b.(2976b.))については、 CDI.0 では
1語ずつに分けてあったが、 CD2.0で連語の項が新設された。
2-2.語義分類
同じ単語でもContextによって意味が異なる場合があるが、語義分類が犬まか過ぎて、
ふさわしい場合分けがなされていなかったり、適切な訳語が無かったり、反対の意味が伺
時に挙げられたりしている場合が多数見受けられる。
OE は現代英語に比ベると前置詞の数が少ないため、その意味は前後関係に依存する度
合いが大きいが、1強ernaDの部Ossaryでは殆んど字面の意味だけが与えられているだけで、
Klaebaのそれに比ベると大まかに過ぎると言わざるをえない。
581b.(580b.) N6icMht丑.ambる/swylor且Se日roniδa seC牙an h、de, f我は君について
少しも 1 そのような闘いが語られるのを聞いたことがない、」で、ここの丑且m は
ConcerninΞの意味であり、 Klaeber では、ここと、 532 行、 875行が of, concernin宮に分
類されており、意味が分かりやすくなっているが、1煮ernan では、前置詞丑am の訳語は
すべて丘om,away丘om しか与えられていない。
733a.( 732a.)皿ynte b記t h巨 ged遷lde,.ー/ at01 且g1圭Ca 且nra 牙ehwylces /1ifwio lice,
「彼は雛そうと思った・-1恐ろしい怪物は一人一人の/命を体から、」では ged記lan
,. wiδで'sever...丑om'の意味であるが、 wiδはW此h,withhl,丘om の項にあるだけで用
法の説明はない。 withと丘omでは意味が違うので分けるべきである。
1864a.a867a.)1Cb五1るodeW互t1套e wiδ癌ond 宮e wiδ丘るond f加Ste 客eworhte,「わし
は承知しているこれらの国民が 1敵味方に対してもしっかり心構えができているの
を、」でも Prep., wiδが With, witbin,丘0皿の項に分類されているが、ここは against,
toW艇d の意味であるので分類の間違いである。同じ例が他に 3 例 2520a.(2521a.),
2521b.(2522b.),2528a.(2529a.)にある。
また、則1置詞 ofer にはOver,日Cross; beyond,contraryto, a宮ai11St, a丑er と分類なしで多
数の訳語が羅列されており、場合分けが必要と思われる。
前置詞以外の語で訳語が不足しているものも多々見られる。
Grende1を指す日宮1記Ca は訳語にOpponent, war,ior,6宮hterだけでmonster,五end,等が
欠けている。また a宮1舵Cwif(1259a.(1261a.))も企malewarrior,fea玲omewoman の訳語の
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みしか挙げられていない。
Grende1を退治した後の宴会の場面、 1013b.(1012b.)BU宮onb五tδbence bRd豆Eande,
「それから長椅子に座して繁栄せる者たちは」で、名詞b1記d にはf日me,glory,$uccess,
Prosperity 11appineS8 の劃て語力ξ与えられてし、るので、ここの訳語1ネPtbsperousone 力ξ^当
であるが、 braveone とされていて、 prosperousone の訳語はない。 1口aebeτでは形容詞は
Prosperous,曾10rious、名詞 b1驫d は PoweT, vi宮or of life,容10ry,' renown となっており、
^renn'Bolton a973)⑤では、それぞれhavin套Poweror 音10ry; prosperous、と Vi留Our; glory;
Prosperity;f会皿e、 Jack (1994)伺では、 possessin宮客10ly、 MitcheⅡ・Robinson (199田(フ)で1ネ
glorious one, POS$essors of目10ly となっており、 H日Ⅱ(1960)(8)の辞書にも br日Ve の訳語1ネ
なく、 Kiernanが何故ここをbr日Veone としたのか疑問である。
1665b.(1667b,)ト五 mる S紅五geald,では、 a牙eald はto repay, pay back.とされているが、
'W'benchance paybackme'では'艮味不明である。 KlaebetではPer皿it,血akepossible と
なっていて、'wbeDlhadanopportUが切"と意味が通る。
せっかく語義が分類されているのに間違って分類されている場合もある。
847b.(846b.) D紅 W記Son b16de brimweaⅡende,「そこ[湖1では血で水が沸き出し
ていた、」は Grende1の足跡をたどって、住処の沼ヘ行く場面であるが、磁eman はこの
brim を Sea, ocean, waters of the sea の〕頁1こ入れてある。し力)し他1こ referr血目 to tbe
WatersofGrendel'S皿ere(1596のみをここに分類)の項をわざわざ別に設けているのでそち
らに入れるべきである。
991a.(990且.) D百.W記Sh五ten hrehe Heortinnanweard/folmum ge丘,記twod;「それ力、
ら急いで命じられたへオロトの内部が/手(の技)で飾られるようにと;」の h五ten
が、動詞h五tan を 1.加name,caⅡとⅡ.toorder,command に分けているにも係わらず1
toname,caⅡに入れてあるが、当然Ⅱ.toorder,commandの項にあるべきである。なおこ
の箇所でNaeberがWith血f.としているのは間違いである。
Grende1 とその母親を倒して、 BeowUぜ丁行が帰途に就く場面の 1882b.(1認5b.)
S篭en部b五d1且目e[nld丘命n,海行く船は待っていた 1 船主を」で、磁町nan は、動詞bidan
を to wait, stay, temain, dweⅡと to aW且it と to experience, endure の 3 つに分類してい
るが、ここのb五d はtoawa辻の意味が適当だと思われるが、敢えてtoe)中eTience,endure
の項に入れてある。
3044a.(3046a.) b丘Wynne h亘old/nihteS 五Wilum,「飛行を楽しんでノ夜間に」では、
bwilum を d日t.PI. ofhwil, feln., adverbial:80血eti皿e8, a士timeS としてある。しかし 11ihtes
hw;1Um は「夜ル肌こ」の意味でadverbi凪ではあるが、ここのbwilum 自体は'sometime$,
atti血es'の意眛ではなく、名詞 While,pe貞odoftime の adverbialuse なので、 while,SP日Ce
Of 伍me の項に移動させるべきであろう。 Klaeber はここの hW凪Um を Kiernan と同じく
adverbia1に分類し、 note(P.225)で、Π0OP8 の'atthetimeofni宮ht'の解釈に対し、 hwilum
が adverbia1でない伊」は他にない('1t would be the only 血Stance hl oE. poetry whe詑
hW11Um i$ not used 且dverbia11y.')と言っているが、 Dobbie (1953)では Earle の解釈
'Durin号the hoursofni宮ht'をよしとし、 Bugge の'attimesbyni套ht'という解釈を、'thoU客h
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de企nsible,seemsonthewbolelessprob且ble.'として退けている⑨。
3. G1貼訟ryの間違い
文法・用法の説明や語義分類の緻密さの欠如については、この editionが初学者向けの
ものではないのでどぅしてもそれらが必要というわけではないが、それ以外に間違いと思
われる箇所もかなり存在するので、以下に例で示すことにする。
3-1.代名詞の解釈
3 - 1 - 1. cat且Pho"c that
まず目に付くのが偲taphoricthat等をほとんどConj.に分類している指示代名詞の解釈
(提示?)の誤りである。
632a.(631a.)'1C b記t h0宮ode,.- h記tiC 百.nunga 昏Owra 1五oda /W辺日n 宮eworbte,は、'1
resolved北.- thatlwouldbyany血eansC且rryoutyourpeople'swish'(拙訳)の意味で、
前のb記t はSub8t., neut.acc.sg.のはずであるが、監eTnan はConj.に分類している。
809且.(808a.) D五卜記ton乳lnde _.1卜認tbim se 五Choma l.stannolde 「その時気づいた
のだった'ー/肉体力町ヨに従おうとせずに」でも、前の b記t は CataphoriC で後ろの b記t
Clause と相関する代名詞(neut.acc.S冨.)であるが、 conj.に分類されている。
この種の例は数多く、 1345a.(1347a.)、 1591且.(1593a.)、 1826a.(1829a.)、 2219b.(2222b.)、
2651a.(2652a.)、 2713b.(2714b.)、 2836a.(2837a.)、 2864a.(2865a.)でも Conj.とされている
が、全て代名詞である。
1185b.(1187b.) gif hる b記t e日l gemon,1 hW記t W此 t6 W辺an ond tδ Worδmyndum l
U血borwesendum 垂r 吾.rna gr丘emedon,「もし彼力丈そのすべてを忘れなけれは、 1我ら
二人が彼の喜びと名誉となるよ.うに 1幼いときにどれだけ恩恵を施したかを」のP記t
はhW記t以下の節と相関する代名詞である。改定後は?が付けられているが、これもConJ.
とされている。
734b.(733b.) Ne W記S b記t wyrd 卜五牙巨n,/ト鶚t h巨 ln五 m6Ste「もはやmanna cynnes
彼の運命ではなかった、 1彼がもっと多くを食ベられるのは人間を」では、前の卜鶚t
を nns.demon.adj.anddef.a此.,ιιaιιhe と分類しているが、ここも後ろの卜記t節を受け
る C日taphoriC血atである。前のや記t をWyrd にかかる冠詞と採ったらしいが、wytdはfem.
なので性が不一致である。
逆に、 1935a'(1938a.) n紅li牙 b印力 dorste d昏or 宮en巨h日n /._/ b舵t hire an d舵宮es
Ea音Umstarede;「いかなる勇敢な者もこのことは敢えて行わなかうた、/即ち彼女を昼
間両眼でまともに見ることを;」では 1933a.(1936a.)の卜記t はSubst. neut. acc.S宮.と正
しく解釈しているにもかかわらず、 1935a.(1938a、)のb記tをrel., W五0,と関係代名詞に分類
している。
ではこのようなCataphoriC 比註が全て無視されているかというと、少数ではあるが正
しく解釈されている箇所も存在する。
415a.(414a.) DΞ. mるヤ舵t 音e1紅don 1るode 皿ine,ノ...ノ_ト田tiCヤる S6hte,「すると私を
説得しました、わ,が国人らが、ノー私があなたを訪れるべきだと、」にっいては、前の
ト記t を Subst.,that,neut.acc.S宮.に、後ろのb記t を Conj.にというふうに正しく分類がなさ
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れている。
230ob.(230lb.) hΞヤ記tS6na on企nd,1δ記tb記鐵e 宮U皿ena sum 印ld郎 gef丑ndod,「龍
にはすぐに分かった/ある男が黄金を探し出したことが、」も同様である。
五brotenh記fde.「そ1598b.(160ob.)ト五h記S moni耳e宮ewe笹δ,ゆ記tbi,1eSΞob亘皿町H
の時は多くの者に思えたのだ、 1彼を海に棲む雌狼が倒したように。」はヤ記Sと卜冊t節
の呼応であるが、この 1598b.(160ob.)の卜鵠SはSubst.,と、正しく分類されている0
1...フ78a.(フフ7a.) D記S ne W毛nd0Ⅱ紅・ wit且n scylding丑,1ヤ記t hit 五 1力id gemete
t6brecanmeahte,「思ったこともなかった、シュルディンガスの賢人たちは、ノそれを
いっかなんらかの方法で 1・・壊せるとは、」も同様であるが、ここで挙げた778a.(フフ7a)
の D鶚S は同じ牙en.でも上の例のそれとは違って副詞的な使い方ではなく、動詞 Wるndon
の目的語である。
折角正しく構文が把握されている箇所もあるのに、問違って分類されている箇所が多い
のは残念である。
3-1-2i 指示代名詞・冠詞のその他の取り違え
北_.that構文を構成する指示代名詞以外にも冠詞と名詞、関係代名詞と名詞、関係代名
詞と冠詞など取り違えているものがある。
205a. H記fdese牙6da GEata1ゑodalce皿Pan弩ecorone 「この勇士はイエーアタスの
人々の中から 1 武士たちを選んだ、」の Se.は明らかに the (brave)の意,味で冠詞の働きで
あるが、 1【iernanではSub$t.ODe,thatone,that, he,北に分類されている0
逆に 3157b.(3159b.) Geworhton δ五 Wedra 1るodelhl(.W) on [h11iδe, Sる W記S hるah
。ndbr五d,「それから築いたウェデラスの国民は/岬に塚を、それは高く大きかった、」
の Sるを、整ernan は冠詞・指示形容詞としているが、 subst.か rel.の項に移動すべきであ
る。なお、 3157日.(3159a.) N(.W)on [h11iδe,はMS の傷みが激しく editor によって読みが
異なるが、意味はいずれも「丘の上に塚を」といった内容である(10)。
また、 1977b.(1980b.) GeS鵠t卜五WiδSy1丑le 語δ五 S舵Cce gen記S,「やがて王自身の向
かいに座した、戦に生き残った者は」ではSe をKiernan はSubst.one,th且tone,that,he,
it に分類しているが、 rel.,theonewho, he who,が適当である0
1_. bTin宮anm6Ste,「彼は飾り武具を2503a.(2504a.) naⅡes h亘δ五丘記twe
持ち帰ることはできず、」のδ五が日dv.,'丑en とされているが、次語の丘印twe(fem.,acc.PI.)
を修飾する冠詞・指示形容詞とするほうが自然であろう。
次の例は、代名詞と接続詞の取り違えである。
1667b.(1669b.) D五卜記t hildebi11forb且rn br0牙denm.1, SW五 b鐙工 b16d 留espTan芸,「す
るとその銃の浮いた戦刀は 1燃え尽きたのです、あの血が吹き出すや否や、」の b紀t を
1くiernan は When, asatesult, aslon号as, aS80on as,sothat の項に入れているが、・assoon
且S はこの前の SW五で、ここは neut. nom'S客.ofdemon, adj. anddef. art.,that,the 力ξ適当
である。
なお b記t を副詞節を導く接続詞に分類したこの項には他に 56託.(562b),1098且.,
1664b.(1666b)が挙げられているが、 563b.(562b)は接続詞'when'、 1098a.は oath の内容を
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表すth且t節、 1664b.(1666b)は'as ar船U此,sothat'の意味である。
2384b.(2385b.) Hi皿b記tt6mearcewe故δ;「それが王子の命を奪った;」
2500且.(2501日.)b記t meC 倉ond S1δ 0丑宮el.ste,「この寅肝ネずっとよくわしに仕えて
くれた、」でもb印tはそれぞれ前の文の内容や前出の語を受ける指示代名詞であるが、Φnj.
that,soth日t に分類されている。
3- 1 -3,その他
re丑exiveでないものをre丑exive にしたものが6例ある。
1242a.Q2"a.) settonbimt6五るafdon hilderandas,「(彼らは)頭のところに置いた
戦の楯を、」は典型的な Possessive d丑t.の形である力ゞ、 Kiernan は d日t. PI., t五em, used
re丑exively としてある。また、 2335b.(2336b.) H缶tde 丘宮draca 1るoda f記Sten,ノ_.1
套1昏dumfor宮runden; himδ記8套'aδkynin宮,/... wr記Celeornode.「火龍は国民の砦
を、 1・- 1炎で焼き尽くした;それに対し戦を好む王、ノ、ー・復讐を企てた。」の11im
もUsedre丑exively として「王自身が」と解釈しているが、それならぱSeHが使われるので
はないか。五部raca(=daΞ0田を指す普通の d肌.であろう。他の4伊」は、
1269a.(1271a.)ト紅b血豆客1.ca 記t宮r.pewe故δ;
1314a.(1316a.)hW記berhimA入{,日ld日血・ewi11e
2337a.(2338a.) Hehthim卜且宮ewyNean wi倉endrah1亘0
2347b.(2348b.) nδ hる him 卜a'S記Cce ondr亘d,
であるが、いずれも re且exiveではない。
724b.(723b.) Rabe 記丑er卜onlon f五gne 丑6r 癌ond tTeddode,「その後すばやく 1 モ
ザイク模様の床を敵は踏みっけ、」のbon を?withcomP日rative:血巳aヨ1.としてあるが、
ここはW北hcomparativeではない。
指示代名詞ではないが、次のδ.rの用法分類は誤りである。
1299b.(130lb.) N記S B巨Owulfδ紅,/ ac W記S δわer in 圭r geteohhod と 2122b.(2125h.)
ト孟rW記S氾Schere,1.- feorbⅡ0Ξen目e.のどちらも expletive としてあるカヌ、両方とも tbeTe
iS構文ではない。
3-2.格の間違い
格の間違いと思われる箇所はCDI.0で43箇所あり、'その内 12箇所はCD2.0 で修正さ
れたが、それでも31箇所がまだ未修正である。
4玲b.(417b.)島ゆanhle 皿記宮enescr記丑 min[n}ecabon;「何故なら彼らは私の力業を
知っていたからです;」で、1nlnbl]e をKiern日nはmineのままにしてmasc. nom.PI.ofmin,
P0鵠.丑dj.,としているが、 nom.では構文が成立しない。 m血のmaso.の標準形はacc. S目.
minne なのでGrein.による min[n]eヘの e血endationが普通踏襲されている。 Klaeberで
も acc、S宮.masc.である。意味より MS を重視したための典型だと思われる。
2958b.(2959b.) D五W缶S舎htbodenlsW巨ona lEodum, se宮n Hi牙e1五Ce[S1 は解釈の分か
れるところで、Klaeberはn0艶(P.223)で、キhtをProperιyの意味ではなく 0ht'persecuti0が
(宮10訟ary ではPur$uit)の V日riant とし、 se畜n を次行の 0企r60don の主語とすることで
十分意味が通ると言っている。 1轟ernan はΞ10ssa工y から判断すると、是ht を Properしy の
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意味にとり、 N日eber's note にある別解釈("thenwas(the)tre丑Sure0丘ered(yielde田 by
thef0蛋 oft五e swedes,tbeirb日nnerto H.")のように解釈しているらしいが、それでも
はnom.でなければならないが1靈ernanはacc.S留.としてある。Se客n
1151b.(1150b,) D豆 W記S healNden 「それから広間は染められて」の10den を Kiernan
はMshroden のまま採用し、adj.(PP.)neut.,acc.S野,度dorne4 decorated.としているが、
heal(fem〕の補語なのでnom.でなければならないところである。なお、Klaeberではroden:
PP.ofr巨odan,st念,toTeddenが採用されているが、照ernan のようにMs hroden のまま
でも「広間が血に染まった」という意味は汲み取れる(Ⅱ)。 Dobbieのnote によるとhtoden
とすると意味上は問題がないが、 double且Ⅱ北erationになり、この時代の詩では疑わしいと
のことであるa2)。同様に
416日.(415a.)b五S亘lestan,の b五カミ且CC.PI.とされているカミ、 n1且SC. n0血. PI.のあやまりで
ある。
562a.(561a.) N記S hミe δ是re 丘11e 客e侮an b碕鐙on,のδ.re が企m. dat. S牙.とされている
が、丘11et 牙en.S宮. of丘Ⅱ0 を修飾する飽m.Ξen. sg.が正しい。(1江ern丑n の宮10卵aWでは
釣Ⅱe はdat.or套e五.とされており、丘Ⅱe を d丑t.として前置詞なしで'atthefe且Sfと取るこ
とも可能ではあるが、雪e伝anを修飾する宮en'と採るほうが自然だと思われる。)
750a.(749a.) Sδ五a互奨上on丘lnde 丘renahytde,/b記th巨 ne mるtte の下線部b記t を、こ
こはConj.ではなく demon. pr0五., subst., tha4 ιιat @ne/, it.と正しく構文を捕らえている
がn0血.としているのはacc.の問違いである。
958日.(957a.)'W巨b記te11enwe0此巨Stum miclum,のP記t も n0血.はacc.の誤りである0
17フ7a.(1780且.)iC 卜昆re S6Cne sing五le8 W鶚宮では、ト嵒re が修飾する S6Cne を宮en.にし
ながらb紅eはd飾.の項に入れている。
2046b.(2049b.) wi宮bealu weccean, ond b記tword ヨ.cwyo:の卜鶚t を nom.にしているのも
acc.の間違いである。
2155a'(2158a.)'M亘δishildesoeorp Hr6δg五r sealed,のδis: nom.は acc.の
2499b.(250ob.)やendenヤis sweord卜olaδ,の bis: acc.はnom.の誤りである0
フ79a.(フ78a.)ト記t hit 五 mid 宮丑血ete manna 圭niΞ 1... t6brecan meabte,の hit 力宮 nom.
とされているのも、 fordbold (フ73日.)を受ける acc.である。
以下該当の語と誤りを列挙すると
1巨ode 1213b.(1215b.) ace.は n0皿,、 inwitn玉b丑S 1858a.(1861a.) acc.はn0血.(月1」千子の Sacu
と平行するが、 S丑CU は nom'とされている)、宮eS1δaS2040a.(2043a〕,2518a.(2519且.) nom.
はどちらも acc.、 hyld0 2293且.(皀294a.) nom.は acc.、.ht 2314b.(2315b.) nom.は acc.、
H記Ocyn 2434a.(2435a.),2437a.(2438a.) acc.は共に n0血.、け記丑 2696a.(2697a.) nom.は
acc.、 hるa血dwearde 2909b.(2910b.) nom..は acc.、(in δヨ.m){宮五δIsele (1【ierna口は
[gNn田S(ele)) 2139a.稔142a.)日CC.は dat.の誤りである。
MSを重視する1強em釦がemendationを避けたため、構文が成立しないものがある。
2032b.(2035b.) M記客卜記S 卜onne 0血yncan δ巨od丑e Heaδ0'Beatdna l ond 卜e宮na
套ehW五m 「だから不快にさせるでしょうへアゾベアルダンの王と/すべての近侍の武士
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を」では、 Kiern日n はδるodneをMSδるodenのまま採用し nom.8牙.としている。しかしこ
こは非人称動詞 0ルyn6an:to displease の目的語の dat.でなければ構文が成立しない。
Dobbie の note(P.22Dによると、Malone とVonschauhe此はδるoden を取っているとのこ
とであるが、それでも格は両者ともdat.である。
2076b.(2079b.)P紅,W氏SHondscil hildon鎚目e,「その時ホンドシオーには命を脅か
す闘いが起こりました、」でも、猫ernan は h丑de と MS 通りに d飢. sg.としている力ゞ、
Hond8Cil(Kiernan はHondscioh)も dat.にしているため、意味・構文が成立しない。 nom.
醐dヘのe皿endationが必要なのではなかろうか。
Im.rδU丑,emman,「今でもわしは望んでおる、2514a.(2515a.) g"t iC 町11e 1
武勲をたてることを、」でも、血紅δUを普通はこのようにacc.にemend し、丑・emm且nの目
的語としているが、 1益e如anはMsm記TδUmのままdat.PI.としている。
3-3.性・数の間違い
1172a、(1174日.) ond f6 G巨且tum spr記C /訂ユildum wordU血,(=且nd spoke to the Ge日ts
コ
Wit五 mild woTds)の mildum が血asc.dat.PI、とされているが、 wordum の neut.と一致しな
ければならないように、若干の間違いがある。
3028a.(3030a.) SW互 Se seC宮 hwat且 Secggende W記S (= Thus the brave warrior was
Say血宮)の1)wataがneut,になっているのもma8C.の間違いである。以下列挙すると、
1885b.Q888b.)レ記tW記S 五ncynin目のΞ.n がneut、とされているのはmasc.
2014b.(2017b.) ne seah ic W玉dan feorh の Widan; wk.masc.1き feorh: neut. acc.sg.を修飾
する neut. acc.
2216a.(2219a.)11キδnU皿 horde の b圭δnum: masc.は neut.(horde が neut.)
2415b.(2416b.) n詑S b記t "δe CるaP の"δe: neut.は masc.(CるaP が masc.)である。
次は数の不一致で、
3099a.(3101日.)SW五 b亘 manna W記S/wigend weorδ丑1ⅡOst(as 、e was, a血on宮皿en,the
mostworthywa欺ior)のWigendがPI.,となっているが、主語のhると数が一致しない。
1685a.(1687a)δ.m Sるlestan ではSるlest丑nがdat.sg.とされているにもかかわらずδ.m
はdat.PI.と数が不一致である。以下列挙すると、
1874a.(1877a.) ealdum in丘,6dum の in丑6dum; dat.PI.は dat.S牙.
2588a.(2589a.) grundwon宮 hone の宮rundwon宮:且CC.PI.は acc.sg.
3099a.(310la) W1自endweor61110st の Wi目end: nom.PI.は nom.S目.
3147a.(3149日.)δΞ. hΞ.nb五S の b且nbaSミacc.S宮.は acc.PI.の間違いである。
3-4.動詞の人称等の問違い
動詞の人称等の間違いが全部で9箇所ある。
2775a,(2776a.) D五 ic on h轟Iwe 宮e丘'記宮n hord r巨日丘an,/ eald enta 琴eweorcanne
mannan,/bimonbearmbladon bun且nonddiscas 「その時私が聞いた話では塚の中で
宝庫を略奪し、ノ古の巨人の作品を一人の男が、 1己の胸に抱えた杯や皿を」の
hladon を磁ernan はMS 通りに hlodon: pret.3PI. ofhladan, st.6,'010a4 PたCe, st0ル.
とし、また皿日nn如でピリオドを打ってhim からは別の文にしている。しかしながら対
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応する複数主語が存在しないので(bun乱n ond discaS はKiernan も acc.1.)、 hl。d。n は
語形は過去複数の形をしているが構文的に定形動詞とするのは無理である。D。bがeのn。t
(259)1こあるように従来多くの ed北orS力新テつているように hladan, Nad。n と emend し、
rるa丘an と並ぶ不定詞と取った方が無難であろう。なお Dobbie, wrenn・B。1t。n, Jack は
Klaeber と同じく h1丑don に、 M北CheⅡ・Robin80n は hladan と emend している。
2252b.(22腿b.) N五h, bW且Sweordwe牙e 「わしにはいない、剣を帯びる者が」は、多くの
edition8 でこのように解釈され、 N五h をPres.1Sg.としている。 Dobbie によれば、この nah
の前に2文字判読不明の文字があり、 H0此bausen, sedge丘eld等はiC を挿入しているとの
ことであるO Dob6ie も彼の editionで"C] nah としている。しかし、 Kiernan はここを【He]
n且h と emend しているにもかかわらず、宮10卵aWではnahを従来と同じPTes.1S宮.に分類
しており、 heの挿入と矛盾する。
3038a.(3040且.)紅' hib."宮esE宮an sy斑Cran wiht,ノn五δneliC曾ean;「彼らは既
にそこに見ていた見知らぬ生き物が 1・・・'・ー/憎むべきものが、横たわっているのを;」
のΞe艶晉anが牙eSるon の過去分詞とされているが、 pret.3PI.である。
主語と動詞の人称が不一致なものは、
'
1477b.(1479b.)此olde がPret.3S宮.となっているが、主語はic(1477a.a479a))なのでIS宮.
でなければならない。逆に
1855b.a858b.) sce且1がPres.1S.となっているが、主語は Sib'peace'(1857a.(1860丑.))なの
で3S牙.である。同様に
1862a.(1865a.) sce俄:pres.1Sg.は 3S宮.(主語は直後の hr血宮naca)
2255a.(2256a.) sceal: pres.1S容.も 38宮,(主語は直後の Se hearda helm)
3018a.(3020a.) sceal: pres.1S冒.も 3S筈,(主語は eorl(3015b.(3017b.))とm記宮0
(3016b.(3018b))
2659b.(2660b.) sceal: sceal: PNS.1S牙.も 3S宮.(主語は直後の Sweord から Scrad まで)
である。
3-5.品詞の取り違え
前記3-1.指示代名詞に関するもの以外の品詞の解釈に対する疑義又は記載上の不『
である。
1849b.(1852b.) ond ba bin feorhh会稔St,の h日fast を、 Kiernan は aU虹liaW の項に分類
しているが、前後に本動詞に相当するものがなく、このhafast は意味の上からも bave の
意味の本動詞である。
866a.(865a)班Wlum heabor6企 b1巨apan1巨ton,/(もalwe lD巨aras,/δ艶r him 会)1d
We客as f記套ere卜abton,「時には戦に猛々しい者たちは駆けさせ、 1.一栗毛の馬を、
1 彼らに地面の道がふさわしく思えた所では』のδ紅・をdem. ad'.,tben,theN としてい
るが、 rel., wbere, when の方力;正しい。
1951b.(1954b.)δ.r hio syδδan we11の Sy0δan はConj., since とされているが、 adv.が正
しく、逆に 220lb.(2204b.) syδδan Hy宮e1五C 1記套の町δδan は adv.ではなく C。nj.で、
2207a.(2210a.) syδδan BEOWUHe b五rde 打Ce / on hand ge五WeaT'と相関し'a丑er
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Hy宮elaclay dead .- tbenthe broad kingd0血 Passed into BeowuH's hands.'(13)の意味にな
る。
2003b.(2006b.) wea,δ onδamW3n牙e, b紅bそ Worna企1日のP紅がdemon. adj., t五eル.
とされているが、直前に先行詞Wange'P1日Ce,1and'があり、 rel.adv.が適切である。
2882b.(2883b.)疑r套endrat61"tを1Ⅱem且nはFer晉endr日tδ1^t とemend し、tδをPrep.,
ι4 'owardSとしているが、 1チ'er容end,a も Fe,牙endraも套en.PI.であり、 t6 は前置詞ではあ
りえない。 adv.,to0 である。
3 -6.語義
語義に疑問のある箇所も多数あるが、emendationや解釈の仕方によっては必ずしも間違
いと言えないものもあり、ここでは2,3の明白な例を挙げるにとどめる。
600且.(599a.)且Ch巨IustW地eδ,18Wefeδ ond s[n司deb(1くiernanではSendew,の Swefeδ
を 1【ienlan はPres.3S. ofswef且n,st.5,tosleep.sleep indeath と自動詞にしている。し力、
し、 Klaeber にあるように、自動詞ではなく他動詞でSwebban,W.1,to(puttosleep), ki11,
が適当であると思われるが、 k.ernanの宮10ssaxyにはSwebbanの記載がない。
1136a.(1135a')wuldortorbtanweder.のWuldortorhtan を Kiernan はWonde王・bri宮ht と
訳を付けているが、 wuldor とWundorの取り違えではないかと思われる。整ernanでも名
詞のWundor は客10Ty となっているので、皿aeber, wrenn・Bolton,八心tche11・Robinson, Jack
の'套10五Ouslybri号ht'が正しい。
1504a.(1506丑.)ヤ記thをobone丘rdhom δUr11f6nnemib加,「彼女は武具を突き通す
ことができなかったのだ、」の丘rdh0皿を 1墾ernan はWar・home, armor と訳している。
War'牙arment,corslet という意味は同じであるが、ここのhom はUnder・g丑rment を意味す
るhamで、猫ernanの'W叙'home'はham を'home'と取り違えたのではないかと思われる。
2215a.(22玲a.) P艶r on innan 客ion目 l niδ[δla n靴hwylc,の niδ[δla (Nernan の edition
で1ネ niδ(a))を 1【iernan 1ネ masc.宮en.PI. of 五iδ, malice, envy; W且r, con丘ict; hostility,
Persecution,trouble, oppression としているが、どれを取っても意味不明である。 gen.PI.
Ofnibδas, masc. PI., men の誤りでる。
3 -フ.単純ミス
以下に列挙するのは単純なミスである。(該当の語に下線を施してある。)
1,転写の間違い3 -フー
263b. EcgpEow hat且n はMS画像では明らかに五aten であるがNernanの edition と
捻anscript では、atan になっている。 glossaryでも PP.の項に入れてあり、分類は正しい
が語形はhatanになっている。
3-フ-2.記載場所の混同
723且.(722且.) onbr.d 匝 bealoh喰i留,亜(bる部)b01牙en W記S,(= evil・intend血宮(one)
SwunΞOpenwhenhewasenra昇ed,)を1強ernanではb五をConj., W五en.とし、δ五をadv., t五en
としているが、逆である。
1339b.(1341b.) mibti宴 m昏,nsC丑δa, wolde hyte 塑垂套Wrecan,/ g昏 feorhafaδ驫hδe
套est是led,/ P田S 卜e bince且D 皿塁套 begne 血one宮11m,(= mi号hty evil'doer, would reven宮e
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ber kinsman, and has aven宮ed her 企Ud that far as it may seem to many a thane,)で
Inernan1ネHⅡ互旨の血記宮をPres.3Sg. ofmagan とし、1妾寺旨のm記Ξを註1日8C. acc.sg., kthS血a口,
b/ood1ぞlaガνeとしているが、両者が逆である。
その他 1707a.(1710a.)の SW五を adv., SO, t五U易"ewi9e とし、 1709b.(1712b.)の SW五を
Conj., as,ルSιaSにしているが、これも逆である。また3127b.(3129b.)の嵒m宴neがPron. any,
且nyone の項にあり、 3129b.(3玲lb.)の.ni牙がadj.釦i目ne の項にある。
3 -フ- 3. editi伽本文とΞ10S罪ry の記載矛盾
744b.( 743b.) ea1牙e鳥or血odがedition 本文では ea1甘e企ormod と 1語になっているが、
宮10ssary ではe日1: adj., neut.acc.S牙.と宮e王eormod: PP. of言efeor血ian の 2語に分けて言己載
されている。(2語が正しい。)
また、1888b.(1891b.)の fela と m6di套ra がedition では2語に分かれているが、 Glossary
では 1語hn且SC.Ξen.PI.offelamodiE, adj., ve1アカrave.]で記載されており、また modi宮ra 単
独の項にこの箇所力靖己載されているが、企laの項にはこの箇所の記載がない。なお1旦aeber
他は1語である。同様に、
2938b,(2939b.) on(d lon宮e)も ed北ion は2語に分かれているが、套10ssaTyでは日丑dlon号,
and1釦g と 1語である。
2354b.(2355b) 1.sest が、 glossaW では 1記Ssest と S が 1つ多い形になっている。(MS
は 1記舶St)
3-フ-4.記載場所の閻違い 1
2619a.(2620日.)ヤるah旦e がCDI.0では卜eabbe の項にあったがCD2.0で修正された。し
かし、丑豆(2283b.(2284b.))は b五の項に、 0紅(2314b.(2315b.))は b記r の項に、 OE
(2635b.(2636b.))はbe の項に入ったままで2.0でも修正されていない。
3-フ-5.行表示の間違い
2569a.(2570a.) GeW計が EIOS丑,了で 187r4:2507 と表示されているが、 2507 には該当語
はなく、 2570の誤りである。以下列挙すると、
2769a.(2770且.)傘elocen :1.2270 は 2770、
2930b.(2931b.) bTyda :193V15・16:2957 は 193r17:2931の誤り(2957 が2 箇所連続)
3062b.(3064b.) wundur :3062 は 3064 の誤り
3109a.(3111a.) W日ldendes :3311 は 3111 の誤り
3147a.(3149a.)δa :3148 は 3149 の誤り
3167a.(3169a.) on :198V12:316 は 3169 の誤り
3168b.(3170b,) W記$:198V13:3169 は 3170 の誤りである。
3 -フ- 6. d仙ble booki"g
589b.(588b.)の WitがPers. pron.の項と neut., wit,in記1Ⅱgence,counci1の項の両方にあ
るが、ここは、代名詞の方は問違いで、名詞である。以下同様に、
1130a.(1129a.)民ahbe が be の項の Conj.beahδe と beah の項の beahbe にも
2251b.(2252b.) Da が adv,,δa と rel.,nom.PI.の項に
2649b.(2650b.)トenden 、yき Sy,1.宮1るdegesa 牙亘皿で hyt が nns.3rd'per', pers. pron., it
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'
とfem.he肌の項の両方に記載されているが、宮lede宮舶a と並ぶ名詞が適当である。
3-フーフ.記載漏れ
以下の語句は宴10ssaryで記載漏れになっている。
649b.(648b.) ofer,1144a.(1143a,) selest,1590(1592b.) 11ine,1612a.(1614a.) b記m,
1846a.(1849a.) P記t,1846b.(1849b.)ト記t,2251b.(2252b.) pis,2509a.(2510a.) 8Weord,
2857a.(2858a.) ne,2857a.(2858a.)δ記S,2986日.(2987a.) on
また、 ohteres (2胎ob.伐認lb.)), ohthere(S)(2928b.(2929b、))は最初の画面には号S.とあ
るが、クリツク後の出現箇所を示す画面では部.の記述がない。
SeonはCDI.0で漏れていたが(宮eseon はあり)、 CD2.0で新設された。
0ⅡSawon 1650h.(1652b.)くonseon も CDI.0では漏れていて、on:且dv. on,のみがあった。
(ed辻ionは 1語)。 CD2.0で0五Seonが追加されたが、 adv. onの項にはまだ残っており、
Seonの項にも入れてある。
3-フ-8.その他
武eⅡCost(727a.(726日.)),(1608b.(1610b.))が Comp.としてあるのは SUPI.の誤りである。な
お、 Naeberでも訳はLIKEST となっているが、 comp,とされている。
eote11isc:adj., na8., oformade力y塁gia五趣.と矛盾した書き方になっている。
4.おわりに
以上、発見した疑問点・間違い箇所を列挙したが、五ノedr0むkBeowUがはMS を忠実に
提示しょうという意図は果たされており、その点については大いに評価できるが、意味の
不明な箇所をどのように解釈するかという問題は末解決な部分が多い。1墾吐nan による
Noteや現代語訳がついてなく、解釈には牙10ssaryとPunctuationだけが頼りなので、CD2.0
で修正された箇所もあるが、もう少し宮10鵠alyの正確さが望まれるところである。
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